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市ホームページでも、イベント結果などを紹介しています。ぜひ、ご覧ください。

４月17日(金)

吹割の滝開き並びに無事故安全祈願祭
吹割の滝

本格的な観光シーズンを前に、吹割の滝開き

並びに無事故安全祈願祭が行われました。

昭和11年に国指定天然記念物と名勝に指定さ

れ、今も遊歩道に柵などが設置されることなく

その美しい景観が保たれている吹割の滝。

関係者は、今シーズンに訪れる多くの観光客

の安全と無事故を願いながら、遊歩道を練り歩

きました。

３月28日(土)

歴史リレー講演会第５弾
｢もうひとつの真田の舞台沼田｣

平成28年のＮＨＫ大河ドラマ「真田丸」の放

送が決定し注目が集まる中、｢もうひとつの真田

の舞台沼田｣を広く皆さんに知ってもらおうと企

画されました。講演では、ＮＨＫ制作局ドラマ

番組チーフ・プロデューサーの屋敷陽太郎さん

から、大河ドラマ制作の舞台裏のエピソードを

交えたユニークな話がありました。

４月12日(日)

第27回沼田公園桜まつりメーンイベント
沼田公園グラウンド

沼田商工会議所青年部主催の桜まつりメーンイ

ベントが、沼田公園で開催されました。

今年は｢ゆるキャライベント｣が開催され、昨年

のゆるキャラグランプリ優勝の｢ぐんまちゃん｣や、

一昨年優勝の｢さのまる｣ほか多数のゆるキャラが

沼田公園に大集合。

満開の桜と好天に恵まれ、多くの人でにぎわっ

たイベントをさらに盛り上げてくれました。
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市内地図から想定される
危険箇所を検討する石坂さん

元陸上自衛官

沼田市防災専門官
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沼田市消防団長の須田です。日頃からの消防団活動に対するご理解

とご協力に感謝申し上げます。私たち消防団員は｢自分たちの地域は自

分たちで守る｣という精神の下、皆さんの生命と財産を守るため火事を

はじめとした災害出動のほか、各種訓練や水利点検も行っており地域

に不可欠なものと考えています。一方で、｢大変そうだ｣、｢入りたくな

い｣という声もありますが、活動を通して地域コミュニティ形成や仲間

づくり、多様な業種の皆さんとの交流など、貴重な経験が得られます。

今後とも、消防団へのご理解とご協力をお願いいたします。

消防団員紹介

問い合わせ　
防災対策課消防係1内線３３６３
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沼田市消防団長

須田恭弘さん（薄根町）


